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はしがき

近年，慢性心不全は世界的に増加傾向にあり，なかでも虚血性心筋症や拡張

型心筋症に由来する心不全は予後不良とされる.これら心筋症による心不全と

くに重症例に対する治療法として心臓移植が決定的治療とされているが， ドナ

ー不足という重要な問題は解決のめどが立たず代替治療の必要性が高まってい

る.代替治療の例として、虚血性心筋症に対するリモデリング手術や拡張型心

筋症に対する左室部分切除術 CBat i s t a手術)が注目されている。しかしながら

その長期有効性には賛否両論があるにも拘わらず、科学的な検討はいまだ十分

行われていない.

これまでに我々はラットを用いて虚血性心筋症の外科手術モデルを作製する

ことに成功し、さらにダールラットを使用して拡張型心筋症の外科手術モデル

を初めて作成した.これらのモデルを使用して左室形成制~Ïを行い，術後に有意

な左室腔の縮小と左室収縮機能の改善を認めた.本研究の目的は改善した左室

容積や機能が術後遠隔期にどの程度維持されるか、そして維持ないし維持破綻

のメカニズムを解明すべく，生理学的・分子生物学的および病理学的な評価を

行い，左室形成令~Ïを長期間有効たらしめる道を探ることにある

この一連の研究は平成 12.13年度文部省科学研究費補助金、一般研究cr慢性
心不全の左室形成術に対する分子生物学的研究Jにより行った。本報告書は、慢

性心不全に対する左室形成術においての 2年間の研究成果をまとめたものであ

る。
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